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が
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「「
蟠蟠ば

ん
ば
ん

桃桃と
う
と
う

」」
和
歌
山
市
立

和
歌
山
市
立
博
物
館
蔵

博
物
館
蔵

写
真
の
作
品
は
、
長
寿
を
司
る
西
王
母
の
持じ

物も
つ

「
蟠ば

ん

桃と
う

」
を
象
っ
た
菓
子
の
絵
手
本
と
、
こ

れ
を
制
作
す
る
た
め
の
木
型
で
す
。
ど
ち
ら
も

紀き

州し
ゅ
う

藩は
ん

の
御
用
を
代
々
勤
め
た
菓
子
商
、
駿
河

屋
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
紀
州
徳
川
家
十
代
治は

る

宝と
み

（
一
七
七
一
～
一
八
五
二
）
好
み
の
品
と
伝

わ
り
ま
す
。
治
宝
は
、
表
千
家
の
茶
の
湯
を
熱

心
に
取
り
入
れ
、
京
の
陶
工
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
て
瑞ず

い

芝し

焼や
き

を
興
し
た
ほ
か
、
古
楽
器
の
収
集
を
行
う
な

ど
、
諸
芸
を
愛
し
「
数す

寄き

の
殿
様
」
と
も
呼
ば

れ
た
人
物
で
す
。

高
度
な
彫
り
の
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
華
麗

な
意
匠
の
本
品
は
、
治
宝
が
菓
子
に
求
め
た

「
美
」
の
有
様
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
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菓
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菓
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菓
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０
０
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菓
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ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

■
日　

時　

９
月
２
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

井
伊
家
伝
来
の
美
術
品
と
古
文
書
は
、
彦

根
城
下
一
帯
も
浸
水
し
た
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）
の
琵
琶
湖
大
洪
水
や
、
東
京
や

横
浜
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
、

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
の
関
東

大
震
災
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
多
く
が
失
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
か
ら
百

年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
井
伊
家
伝

来
資
料
に
関
わ
る
災

害
の
歴
史
を
改
め
て

振
り
返
り
ま
す
。

彦
根
水
害
地
之
図

（
部
分
）

関東大震災罹災品
湖東焼

展

示

案

内

９
月
～

月
11

2023
年

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年

災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料

災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料

展
示
室
１

企
画
展

99
11

1010
44

（水）（水）

（金）（金）

　

江
戸
時
代
、
菓
子
は
、
幕
府
の
儀
礼
の
場
で

重
用
さ
れ
、
江
戸
は
、
菓
子
作
り
の
先
進
地
で

あ
っ
た
京
と
と
も
に
、
菓
子
文
化
の
中
心
地
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
の
菓
子
文
化
は

大
名
を
介
し
国
元
に
伝
え
ら
れ
て
全
国
各
地
へ

広
ま
り
、
大
名
好
み
の
菓
子
が
地
域
の
銘
菓
と

な
っ
て
今
も
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

    

令
和
五
年
四
月
、
彦
根
市
で
は
「
井
伊
直
弼

公
の
功
績
を
尊
び
茶
の
湯
・
一
期
一
会
の
文
化

を
広
め
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
展

は
、
こ
の
条
例
の
制
定
記
念
と
し
て
開
催
す
る

も
の
で
、
菓
子
木
型
や
菓
子
雛
形
、
茶
会
記
や

注
文
書
な
ど
の
種
々
の
資
料
を
一
堂
に
展
示

し
、
大
名
が
愛
し
た
菓
子
を
中
心
に
、
多
様
な

菓
子
文
化
の
魅
力
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

有
職
菓
子
模
造
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

展
示
室
１
・
２

特
別
展

大
名
と
菓
子

大
名
と
菓
子
――    

百
菓
繚
乱

百
菓
繚
乱  

――

1010
７７

（土）（土）

1111
６６

（月）（月）

多賀杓子菓子器（当館蔵）

紅毛人菓子異物図（部分、当館蔵）

関
連
事
業

関
連
事
業

①
記
念
講
演
会
「
江
戸
時
代
の
菓
子
文
化
」

　

■
日　

時　

10
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

　

■
講　

師　

中
山
圭
子
氏

　
　
　
　
　
　
（
虎
屋
特
別
理
事
・

虎
屋
文
庫
主
席
研
究
員
）

　

■
会　

場　

当
館
講
堂

　

■
受
講
料　

4
０
０
円

　

■
定　

員　

50
名　

＊
事
前
申
込
制

　

＊
申
込
方
法
＊

　
　

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
、
復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
の
上
、「
特
別
展
講
演
会
」
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
お
１
人
様
１

通
）。

彦
根
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

　

■
申
込
期
間

　
　

９
月
15
日
（
金
）
～
10
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

②
講
演
会
「
井
伊
家
と
菓
子
」

　

■
日　

時　

10
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

　

■
講　

師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

　

■
会　

場　

当
館
講
堂

　

■
資
料
代　

１
０
０
円

　
　
（
但
し
、
彦
根
市
内
在
住
の
中
学
生
以
下
は

無
料
）

　

■
定　

員　

50
名

　
　
　
　
　
（
先
着
順
、
13
時
30
分
か
ら
受
付
）

③
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

　

■
日　

時　

10
月
７
日
（
土
）
14
時
～

（
30
分
程
度
）

　

■
講　

師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

　

■
会　

場　

当
館
講
堂

　

■
参
加
費　

無
料

　

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

尾張徳川家伝来　御干菓子御見本
（部分、名古屋市蓬左文庫）



Hikone Castle Museum News No.142

菊
に
魅
せ
ら
れ
た
幕
末
の
女
性
画
人

菊
に
魅
せ
ら
れ
た
幕
末
の
女
性
画
人

「
菊
満
香
」
な
る

「
菊
満
香
」
な
る
吉吉よ

し
よ
し

村村む
ら
む
ら

満満ま
ん
ま
ん

香香こ
う
こ
う

　

幕
末
期
、
お
も
に
近
江
国
湖
北
地
方
で
活
動

し
た
と
み
ら
れ
る
、
菊
の
画
を
得
意
と
す
る
女

性
が
い
ま
し
た
。
吉
村
満
香
で
す
。
い
つ
の
頃

か
ら
か
、
菊
満
香
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。彼
女
の
確
か
な
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

伝
説
の
人
物
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

地
元
の
方
々
等
の
熱
心
な
動
き
も
あ
っ
て
、
朧

気
な
が
ら
に
そ
の
輪
郭
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

満
香
の
菊
の
画
は
、
装
飾
的
で
た
ら
し
込
み

が
多
用
さ
れ
、
琳
派
風
で
あ
る
と
判
断
で
き
ま

す
。
本
人
が
琳
派
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と

は
、
使
用
印
の
一
つ
が
、
同
派
が
よ
く
使
う
朱

文
大
円
印
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

こ
の
印
文
は
「
菊
万
香
女
」
で
、
満
香
が
「
万

香
」
と
も
称
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。

　

満
香
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
国
学
者
の
長な

が

野の

義よ
し

言と
き

（
一
八
一
五
～
六
〇
）
の
「
授
業
門
人
姓

名
録
」（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
）
で
明
ら
か
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
皇
都
の
人
で
、
吉
田
殿

内
の
吉
村
旭
嶺
の
女む

す
め

、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

十
二
月
二
十
日
に
入
門
と
あ
り
ま
す
。
当
時
義

言
は
、
坂
田
郡
志
賀
谷
村
で
私
塾
を
開
い
て
い

ま
し
た
。
こ
の
塾
は
、
同
村
の
領
主
水
野
家
の

代
官
、
阿
原
家
の
土
地
内
に
存
し
ま
し
た
。

　

こ
の
二
年
前
の
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
秋
、

満
香
は
、
浅
井
郡
今
村
の
真
宗
寺
院
、
岩
隆
寺

の
住
持
、
大お

お

田た

翠す
い

巌が
ん

（
一
七
九
〇
～
一
八
五
九
）

著
賛
の
菊
の
画
を
描
い
て
い
ま
す
。
翠
巌
は
、

京
を
始
め
と
し
て
各
地
を
遊
歴
し
て
多
く
の
文

人
と
交
流
し
た
地
元
き
っ
て
の
文
人
で
す
。
岩

隆
寺
に
は
、
彼
の
交
流
の
様
を
伝
え
る
多
く
の

詩
文
や
書
画
、
書
状
類
が
伝
来
し
、
そ
の
中
に

満
香
の
作
品
が
四
点
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
が
、
地
元
文
人
の
寄
合
書
と

み
ら
れ
る
扇
面
で
す
。
一
輪
の
菊
を
描
き
入
れ

た
満
香
は
、
翠
巌
サ
ロ
ン
の
一
員
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
く
、
同
寺
に
は
、
菊
に
鶏
を
画
題
と

す
る
本
格
的
な
満
香
画
が
伝
来
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
か
ら
翌

四
年
に
か
け
て
、
坂
田
郡
柏
原
宿
の
旅
籠
屋
の

女
主
人
、
巌い

わ

佐さ

由よ
し

衛え

（
一
八
一
四
～
九
四
）
と

の
交
流
が
、
由
衛
の
日
記
（
個
人
蔵
）
で
確
認

で
き
ま
す
。
満
香
の
「
岩
根
の
菊
の
画
」
に
由

衛
を
含
む
四
人
が
和
歌
を
し
た
た
め
た
こ
と
、

阿
原
氏
の
歌
会
に
由
衛
、
阿
原
千
賀
の
二
人
の

女
性
と
と
も
に
満
香
も
参
加
し
た
こ
と
、
満
香

が
由
衛
宅
を
複
数
回
訪
問
し
た
こ
と
、
由
衛
が

満
香
を
十
五
キ
ロ
程
離
れ
た
美
濃
国
不
破
郡
表

佐
村
に
行
か
せ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
記
事
を
追
っ
て
い
く
と
、
由
衛
は
満
香
を

客
分
扱
い
し
て
お
ら
ず
、
二
人
は
近
し
い
間
柄

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
ま
す
。由
衛
の
日
記
に
は
、

柏
原
宿
の
庄
屋
の
吉
村
家
の
因
高
、
昌
貞
が
し

ば
し
ば
登
場
し
ま
す
が
、
吉
村
旭
嶺
・
満
香
父

子
は
、
こ
の
一
族
で
あ
る
可
能
性
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

女
性
と
言
え
ば
、
美
濃
国
大
垣
の
江え

馬ま

細さ
い

香こ
う

（
一
七
八
七
～
一
八
六
一
）
と
の
接
点
も
う
か
が

え
ま
す
。
細
香
は
、
画
を
京
の
玉
潾
や
浦
上
玉

堂
に
、
詩
を
頼
山
陽
に
師
事
し
、
詩
や
文
人
画

の
域
で
高
い
才
を
発
揮
し
た
人
物
で
す
。
彼
女

の
人
的
交
流
の
中
で
成
っ
た
と
み
ら
れ
る
名
家

詩
画
帖
（
江
馬
寿
美
子
家
文
書
）
に
は
、
満
香
の

菊
の
画
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
絹
地
に
描

か
れ
た
作
品
の
年
記
の
あ
る
も
の
は
嘉
永
二
年

か
ら
四
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
満
香
画
も
そ
の

頃
の
作
と
考
え
る
の
が
自
然
で
し
ょ
う
。

　

坂
田
郡
乾
村
の
画
家
、中な

か

川が
わ

耕こ
う

斎さ
い

（
一
八
三
八

～
一
九
二
二
）
は
、
満
香
の
画
か
ら
学
ん
だ
形

跡
が
あ
り
ま
す
。
所
持
し
て
い
た
粉
本
に
満
香

原
画
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
後
年
の
作
品

中
に
、
満
香
画
に
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ

る
画
も
現
存
し
て
い
ま
す
。
後
世
へ
の
影
響
も

含
め
、
満
香
の
画
業
の
解
明
が
さ
ら
に
進
む
こ

と
に
期
待
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
髙
木
文
恵
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

　

当
館
で
は
、
市
の
観
光
事
業
、「
彦
根
夜
の
陣
」

の
一
環
で
、
藩
主
の
住
ま
い
を
復
元
し
た
木
造
棟

に
て
、
夜
間
の
茶
席
を
設
け
て
い
ま
す
。
殿
様
の

気
分
を
味
わ
え
る
特
別
な
機
会
と
も
あ
っ
て
、
例

年
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
秋
に
四
日
間
開
催
し
ま
す
。
是
非
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
庭
園
と
夜
空
を
眺
め
な
が
ら
、ゆ
っ

た
り
と
お
茶
と
お
菓
子
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）・
21
日（
土
）・

　

28
日（
土
）

　

①
18
時
～
18
時
30
分　

②
19
時
～
19
時
30
分

　
　

＊
各
回
30
分
制

■
会
場　

当
館
木
造
棟

■
料
金　

一
服
８
０
０
円

　
（
抹
茶
・
季
節
の
生
菓
子
・
限
定
版
御
城
印
）

■
定
員　

各
回
８
名

■
受
付
開
始　

９
月
20
日（
水
）８
時
30
分

■
申
込
方
法

　

�

事
前
予
約
制
。
各
開
催
日
の
前
日
17
時
ま
で
に
、

お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
定
員
に
達
し
次
第
、
締
切
）

　

℡
0
7
4
9（
2
2
）

6
1
0
0

＊
展
示
室
は
ご
覧
い
た
だ

　

け
ま
せ
ん
。

菊
に
鶏
図
衝
立　

吉
村
満
香
筆　
（
岩
隆
寺
蔵
）

秋
声
の
茶
席

  

秋
の
夜
に 

ど
う
ぞ
一
服
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9月
23 

(土·祝)

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

中
級
編
③

10
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
②

24
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　

　
　
　

井
伊
直
亮
の
雅
楽
器
収
集

11月12月

龍
―天翔る霊獣―

12/14　　　

　　～1/15

テーマ展

２ 
(土)

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　

　
　
　

災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料

９ 

(土)

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

中
級
編
②

16 

(土)

講
演
会

講
演
会
「
災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料
」

10月
５ 

(木)　
　
　
　
　
　
　
　

休　

館

７ 

(土)

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク　

大
名
と
菓
子

８ 

(日)

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

中
級
編
⑤

１ 

(日)

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

中
級
編
④

募
集
・
催
し

わ
く
わ
く
体
験
ス
ク
ー
ル

「茶
道
を
楽
し
も
う
」

わ
く
わ
く
体
験
ス
ク
ー
ル

「茶
道
を
楽
し
も
う
」

　

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
に
つ
い
て

学
び
、
殿
様
の
住
ま
い
を
復
元
し
た
木
造
棟

で
お
茶
の
体
験
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
15
日
（
日
）

　
　

１
～
３
年
生
：
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

４
～
６
年
生
：
10
時
～
12
時

■
会
場　

当
館
講
堂
、
木
造
棟

■
講
師　

外
海 

和
子
先
生
（
表
千
家
茶
道
講
師
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

　
　
（
保
険
料
・
資
料
・
お
茶
・
お
菓
子
代
）

■
定
員　

１
～
３
年
生
、
４
～
６
年
生
：
各
20
名

　
　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
対
象　

彦
根
市
に
在
住
も
し
く
は
在
学
す
る

小
学
生

■
申
込
方
法　

①
②
い
ず
れ
か
で
申
込
み
。

　

①
各
小
学
校
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
印
刷
し
た

　
　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
博
物
館

　
　

に
持
参
も
し
く
は
郵
送
。

　

②
彦
根
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
申
込
み
。

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
（
金
）

　
　
　

～
20
日
（
水
）

　
　

＊
必
着

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

　　常設展示 “ほんもの”常設展示 “ほんもの”  との出会いとの出会い　　

10/
4、 6

展示替により一部休室

大名と菓子
―百菓繚乱―

10/7 ～11/6

特別展

関東大震災から 100 年

災害と井伊家伝来資料
9/1 ～10/4

企画展 ９
月
～

月
12

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

11
／
７ 

(火)
～
12
／
13 

(水)　

 

休　

館

25 

(月)
～
31 

(日)　
　
　
　
　

 

休　

館

◆ 

休
館
・
一
部
休
室
の
お
知
ら
せ 

◆

　

施
設
整
備
等
の
た
め
休
館
・
一
部
休
室
い
た
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
【
休　
　

館
】　

10
月
５
日
（
木
）、　

11
月
７
日
（
火
）
～
12
月
13
日
（
水
）、
12
月
25
日
（
月
）
～
31
日
（
日
）

　
【
一
部
休
室
】　

10
月
４
日
（
水
）・
10
月
６
日
（
金
）

３ 
(日)

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

中
級
編
①

14 

(土)

講
演
会

講
演
会
「
井
伊
家
と
菓
子
」

21 

(土)

講
演
会

講
演
会
「
江
戸
時
代
の
菓
子
文
化
」

22 

(日)

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

中
級
編
⑥

16 

(土)

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク　
　
　

龍

企
画
展

「

企
画
展

「関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年　

災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料
」
関
連

　

災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料
」
関
連
講
演
会

講
演
会

■
演
題
・
講
師

　
「
災
害
と
井
伊
家
伝
来
資
料
」

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
趣
旨

　
　

当
館
が
所
蔵
す
る
、
水
損
し
開
披
不
能
と

な
っ
た
多
数
の
古
文
書
や
、
刀
剣
、
陶
磁
器

を
は
じ
め
と
す
る
千
件
に
お
よ
ぶ
関
東
大
震

災
罹
災
品
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
井

伊
家
伝
来
資
料
と
災
害
の
関
わ
り
を
紹
介
し

ま
す
。

■
日
時　

９
月
16
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

50
名

■
資
料
代　

１
０
０
円

　
（
但
し
、
彦
根
市
内
在
住

の
中
学
生
以
下
は
無
料
）

■
受
付　

当
日
受
付

　
（
先
着
順
、
受
付
開
始

13
時
30
分
～
）

　

＊
展
示
の
観
覧
に
は
別
途

観
覧
料
が
必
要
で
す
。

関
東
大
震
災
罹
災
品

刀
剣

15 

(日)

教
室
教
室
　　
わ
く
わ
く
体
験
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

「
茶
道
を
楽
し
も
う
」


